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［成果情報名］飲水の塩素濃度が採卵鶏へ及ぼす影響

［要約］褐色卵殻鶏に塩素消毒剤を添加した飲水を給与すると、塩素濃度200ppmでは一時

的な飲水量の減少のあと回復するが、400ppmでは継続して減少し、800ppm以上では飲水自

体を行わない。産卵率は、200、400ppmで一時的に低下するが、その後は回復する。
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［背景・ねらい］

養鶏場における高病原性鳥インフルエンザの防疫対策の一環として、鶏の飲水消毒は重

要な課題であるが、小規模飼養農家にあっては経費面等から飲水消毒に簡易な塩素添加器

具や自家製の添加装置を利用しようとする農家が多い。しかし、養鶏場における水の使用

、 、量は 気温による鶏の飲水量の変化や飲水以外に利用される水の状況により一定ではなく

投与方法によっては比較的高濃度の塩素が添加されてしまう可能性がある。このことから

飲水の塩素消毒自体に不安を抱く農家もある。そこで、採卵鶏に対して安全な飲水の塩素

消毒を普及するための基礎資料として、飲水の塩素濃度が採卵鶏へ与える影響について検

討する。

［成果の内容・特徴］

１．採卵鶏における飲水可能な塩素濃度の限界を知るために１区２羽の80週齢の褐色卵

、 、 、 、 、 、 、殻鶏に対して塩素濃度50 100 200 400 800 1,600 3,200ppmの飲水を給与すると

800ppm以上では飲水自体を行わない。(表１)

２．１区５羽の57週齢の褐色卵殻鶏に対して塩素濃度0、50、200、400ppmの飲水を給与す

ると、0及び50ppmでは飲水量への影響は認められないが、200ppmでは1～7日時に一時的

に減少し、400ppmでは投与期間中、継続して減少する。(表１)

３．産卵率は200、400ppmで飲水量が減少する1～7日時に一時的に低下するが、その後回

復する。(表２)

４．卵殻破壊強度、卵殻厚については塩素濃度による影響は認められないが、ハウユニッ

トについては400ppmにおいて産卵率と同様、1～7日時に低下する。(表３)

５．血液性状及び血液生化学検査とマクロファージの免疫機能検査を実施したところ、ヘ

マトクリット値、尿酸、ＧＯＴ及びマクロファージの走化性と貪食能からは塩素濃度に

よる影響は認められない。(表４)

［成果の活用面・留意点］

１．採卵鶏に影響を与える塩素濃度の指標となるが、生産物の安全性評価については、今

後検討する必要がある。

２．飲水の塩素濃度は水道水質基準の範囲で適切に管理し、随時点検する。
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表２　塩素濃度による産卵率の推移 （％）

1～7 8～14 15～21 22～28
0ppm 85.0±14.4 80.0±16.3 85.7±10.1 82.9±12.0 88.6± 6.4 84.3± 9.6
50ppm 80.0±11.2 85.7±10.1 77.1±12.8 71.4±17.5 82.9±15.6 79.3±10.8
200ppm 80.0±32.6 71.4±28.6 91.4±12.8 85.7±10.1 85.7±10.1 83.6± 8.2
400ppm 85.0±22.4 68.6±12.0 88.6±12.0 80.0±16.3 85.7±14.3 80.7± 7.8

平均±標準偏差

給与濃度 給与前 通算
給与期間(日)

表３　塩素濃度による卵質の変化

項   目 給与濃度 給与前 7日目 14日目 21日目 28日目

卵殻破壊強度 0ppm 3.31±0.63 3.88±0.46 3.60±0.62 3.64±0.80 3.19±0.80
(㎏/㎝2) 50ppm 3.96±0.82 3.69±0.26 3.76±0.63 4.01±0.61 4.06±1.05

200ppm 3.57±0.73 4.13±0.73 4.05±0.59 4.10±0.65 3.84±0.59
400ppm 3.59±0.91 3.26±0.32 3.41±0.27 3.26±0.14 3.17±0.26

卵　殻　厚 0ppm 0.38±0.03 0.40±0.02 0.40±0.01 0.41±0.04 0.38±0.02
(㎜) 50ppm 0.39±0.02 0.37±0.02 0.39±0.03 0.40±0.03 0.39±0.04

200ppm 0.38±0.03 0.38±0.02 0.38±0.03 0.40±0.03 0.37±0.03
400ppm 0.38±0.02 0.38±0.02 0.38±0.02 0.38±0.02 0.36±0.04

ハウユニット 0ppm 80.8± 4.9 85.0± 4.3 86.4± 3.4 83.1± 5.9 83.6± 4.9
50ppm 90.0± 6.9 92.6± 5.4 93.0± 4.2 93.0± 4.4 90.3± 5.0
200ppm 83.6± 7.5 86.6± 8.4 87.5±12.0 83.2±10.1 84.4±11.1
400ppm 84.0± 9.2 79.9±12.5 84.3±10.7 86.2± 4.2 83.5± 8.4

平均±標準偏差

表１　塩素濃度による飲水量の推移 (ｇ／日・羽)

0ppm －
1ppm －
10ppm －

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目
50ppm 208.4 172.8 224.4 182.1 164.2 204.4 196.5 220.6
100ppm 194.2 188.5 231.1 225.8 155.4 210.4 200.8 226.1
200ppm 220.7  97.1 217.8 203.1 160.5 229.5 214.1 209.5
400ppm 196.9 120.4 132.9 159.1 114.1 169.7 126.4 262.4
800ppm 195.7  11.4  0.3 0 0 0 0 0
1600ppm 166.4   8.5  2.5 0 0 0 0 0
3200ppm 217.4   6.9  1.9 0 0 0 0 0

0ppm 175.4±14.1
50ppm 170.5±29.2
200ppm 157.9±26.9
400ppm 158.1±22.0

注）給与する飲水の調製は試験１は水道水、予備調査、試験２は蒸留水を用いた。

22～28

給与濃度 給与前
給与開始

試験２

給与濃度 給与前
給与期間(日)
1～7

132.1±25.3

179.6±32.0
173.5±32.4 178.9±30.2 191.9±33.0 209.5±36.3
167.9±18.8 174.7±14.1 182.8±17.0

153.9±28.8
144.0±25.7 136.7±17.8 140.5±22.5 147.8±24.6

給与期間(日)
1～7

156.3±18.2 159.4±26.1

8～14 15～21

試験１

予備調査
190.4±17.5
181.0±30.8
201.8±35.7

202.2±42.6
217.4±58.5

給与濃度 給与前

平均±標準偏差

217.0±38.5

193.1±52.4
230.6±67.1
182.5±18.0

8～14 15～21

　表４　塩素濃度による血液成分と免疫機能の変化

項　目 給与濃度 給与前 14日目 28日目 項　目 給与濃度 給与前 28日目

ﾍﾏﾄｸﾘｯﾄ値 0ppm 26.6±2.1 30.4±2.7 28.2±2.5
(％) 50ppm 25.6±0.9 29.2±5.6 28.2±0.8

200ppm 25.6±1.3 30.2±2.6 27.2±2.6
400ppm 27.8±2.4 30.0±4.2 26.0±3.0

尿　酸 0ppm 6.2±2.2 5.7±1.1 8.0±1.2
(mg/dl) 50ppm 5.1±1.1 4.6±1.0 5.7±0.6

200ppm 7.0±2.3 6.7±1.7 7.5±1.8
400ppm 5.6±1.4 4.5±0.7 6.2±0.8

ＧＯＴ 0ppm 182.2± 32.0 192.4± 46.4 189.6± 46.4
(IU/l) 50ppm 188.6± 48.2 167.6± 17.9 153.6± 17.9

200ppm 182.6± 63.9 167.2± 79.7 229.8±126.4
400ppm 188.0± 34.1 181.8± 19.3 161.0± 15.8

平均±標準偏差

ﾏｸﾛﾌｧｰｼﾞ
走化性
（％）

ﾏｸﾛﾌｧｰｼﾞ
貪食能
（％）

0ppm
50ppm
200ppm
400ppm

0ppm
50ppm
200ppm
400ppm

10.2±4.4
12.0±2.1
9.4±2.4
9.7±2.8

 8.4±3.5
6.2±1.8
8.0±3.8
8.4±2.5

6.5±0.9
7.1±1.6
6.2±0.9
5.5±1.2

9.2±2.3
8.2±3.3
6.3±3.4
8.1±2.5

血液成分 免疫機能


